
知
能
）、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

戦
略
的
開
発
を
打
ち
出
し
た
。建
設
業

界
で
対
応
が
進
む
、ｉ‐

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
や
技
術
革
新
に
よ
る
生
産
性

向
上
な
ど
も
こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え

た
も
の
。

　

そ
し
て
次
期
科
学
技
術
基
本
計
画
策

定
の
た
め
の
様
々
な
動
き
は
一
気
に
進

み
始
め
て
い
る
。そ
の
一
つ
の
起
点
と
な

っ
て
い
る
の
が
、文
部
科
学
省
が
五
年
に

一
度
、科
学
技
術
基
本
計
画
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
も
目
的
に
行
っ
て
い
る
、科
学

技
術
予
測
調
査
と
そ
の
報
告
書
だ
。十

一
月
に
公
表
さ
れ
た
報
告
書
で
、産
官
学

の
研
究
者
ら
が
挙
げ
た
科
学
技
術
ト
ピ

ッ
ク
ス
の
数
は
、「
都
市
・
建
築
・
土
木
・
交

通
」の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
九
五
、全
体
で
は
七

〇
二
に
上
る
。前
回
調
査
で
は
全
体
ト
ピ

ッ
ク
数
は
九
三
二
に
上
っ
て
お
り
、研
究

す
べ
き
内
容
が
絞
ら
れ
て
い
る
と
の
見
方

も
出
来
そ
う
だ
。

　
一
方
、二
〇
二
五
年
大
阪
・
関
西
万
博

が
梃
子
と
な
っ
て
様
々
な
技
術
革
新
・イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
こ
と
に
期
待
も
集

ま
る
。大
阪
・
関
西
万
博
が
、「
国
連
が
掲

げ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）が
達
成
さ
れ
る
社
会
」と「
日
本
の
国
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が
明
確
と
な
っ
た
。

　

ま
た
建
設
企
業
が
工
事
調
整
に
よ
っ

て
発
生
す
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
、十
月
更
新
版
で
、基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、「
既
発
注
工
事
」と「
新

規
発
注
工
事
」に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
経
費

と
工
期
設
定
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
必

要
な
経
費
例
を
明
記
し
た
。

　

ま
た
、工
事
調
整
期
間
も
当
初
予
定

の
、五
輪
開
会
式
の
二
〇
二
〇
年
七
月
二

十
四
日
か
ら
、開
会
式
の
準
備
に
必
要

な
関
係
者
輸
送
な
ど
を
考
慮
し
、七
月

二
十
日
に
前
倒
し
す
る
。そ
の
結
果
、路

上
工
事
に
つ
い
て
は
最
大
で
、七
月
二
十

日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
と
、同
二
十
五
日

か
ら
九
月
六
日
ま
で
の
計
三
五
日
間
、車

両
数
を
削
減
す
る
。ま
た
公
共
工
事
に
つ

い
て
も
二
五
日
間
に
わ
た
っ
て
車
両
数
を

ス
ト
を
進
め
て
い
た
。

　

東
京
都
が
十
月
に
公
表
し
た
都
発
注

工
事
の
調
整
方
針
更
新
版
で
は
、対
象

地
域
の
こ
れ
ま
で
の
五
エ
リ
ア
か
ら
七
エ

リ
ア
に
細
分
化
。具
体
的
に
は
、競
技
会

場
や
Ｏ
Ｒ
Ｎ（
関
係
者
輸
送
ル
ー
ト
）な

ど
が
あ
る「
区
内
」を「
環
七
外
側
」と

「
環
七
内
側
」に
、ま
た「
大
会
関
係
地

域
」も「
重
点
取
組
一
六
地
区
」と「
Ｏ
Ｒ

Ｎ
／
Ｐ
Ｒ
Ｎ
、観
客
輸
送
ル
ー
ト
、競
技

会
場
周
辺
」に
細
分
化
し
た
。細
分
化
に

伴
っ
て
、工
事
調
整
対
象
の「
路
上
工
事

（
都
道
な
ど
の
道
路
工
事
と
水
道
や
下

水
道
な
ど
の
路
上
工
事
）」と「
公
共
工

事（
路
上
工
事
以
外
の
施
設
工
事
な

ど
）」に
つ
い
て
、現
場
休
工
日
や
夏
季
休

暇
期
間
を
大
会
期
間
中
に
変
更
す
る

「
工
事
の
一
時
中
止
」対
象
区
分
、エ
リ
ア

　

裾
野
が
広
い
建
設
生
産
に
携
わ
る
建

設
企
業
に
と
っ
て
少
し
、安
心
材
料
の
一

つ
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。東
京
都
が
十
月

に
公
表
し
た「
東
京
二
〇
二
〇
大
会
開

催
時
に
お
け
る
都
庁
発
注
工
事
の
調
整

に
関
す
る
取
組
方
針（
二
〇
一
九
・一
〇

版
）」で
あ
る
。こ
れ
は
今
年
四
月
に
東
京

都
が
公
表
し
た
工
事
調
整
取
組
方
針
を

よ
り
具
体
的
に
し
た
更
新
版
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、二
〇
二
〇
年
七
月
か
ら
始

ま
る
二
〇
二
〇
東
京
五
輪
・パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
向
け
東
京
都
は
、交
通
混
雑
緩
和

策「
都
庁
二
〇
二
〇
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

と
し
て
、①
オ
フ
ピ
ー
ク
通
勤
②
研
修
等

の
実
施
時
期
変
更
③
庁
有
車
利
用
抑
制

④
備
品
等
の
納
品
時
期
変
更
⑤
コ
ピ
ー

用
紙
等
ご
み
削
減
⑥
都
庁
発
注
工
事
の

調
整―

―

を
策
定
し
、来
夏
の
本
番
へ
テ

削
減
す
る
。

　

大
会
期
間
中
の
交
通
規
制
と
公
共
工

事
の
工
事
車
両
削
減
に
伴
う
工
事
調
整

の
具
体
像
が
見
え
始
め
た
こ
と
は
、工
事

調
整
対
象
地
区
内
の
実
際
の
施
工
現
場

に
お
け
る
▽
資
機
材
搬
入
▽
職
人
の
移

動
▽
施
工
時
間―

―

と
い
っ
た
生
産
工

程
の
見
直
し
が
今
後
本
格
化
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

　

工
事
調
整
の
手
法
は
、▽
発
注
者
の

工
事
発
注
時
期
の
調
整
▽
工
事
の
一
時

中
止
▽
工
事
車
両
の
削
減
▽
工
事
車
両

の
搬
入
出
時
間
帯
の
変
更
・
入
退
場
ル
ー

ト
変
更―

―

と
建
設
企
業
と
現
場
の
選

択
肢
は
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
い
る
と
は

い
え
、五
輪
対
応
の
検
討
環
境
は
整
い
つ

つ
あ
る
。

　

五
輪
の
交
通
対
策
の
肝
と
な
る
、選

手
な
ど
大
会
関
係
者
と
観
客
の
輸
送

ル
ー
ト
や
輸
送
戦
略
を
ま
と
め
た「
輸

送
運
営
計
画
Ｖ
２
案
」も
十
二
月
に
は

正
式
に「
輸
送
運
営
計
画
Ｖ
２
」と
し

て
策
定
す
る
。ま
た
す
で
に
十
月
、東

京
、埼
玉
、千
葉
、神
奈
川
の
会
場
ご
と

に
規
制
の
内
容
を
明
記
し
た「
会
場
周

辺
交
通
対
策
」を
ま
と
め
て
お
り
、準

備
の
前
提
条
件
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
理
由
だ
。

　

そ
も
そ
も
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

交
通
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、公
共
交

通
輸
送
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
様
々
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
駆
使
し
、交
通
混
雑
緩

和
へ
向
け
た
方
向
性
を
固
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
は
、五
輪
で
約
七
万
人
の
大
会

関
係
者
と
約
一
七
万
人
の
大
会
ス
タ
ッ

フ
、更
に
は
七
八
〇
万
人
の
観
客
、パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
約
二
万
人
の
大
会
関
係

者
と
約
一
〇
万
人
の
大
会
ス
タ
ッ
フ
、約

二
三
〇
万
人
の
観
客
の
円
滑
な
輸
送
が
、

大
会
成
功
の
カ
ギ
だ
か
ら
だ
。

　

た
だ
残
念
な
こ
と
が
一
つ
あ
る
。大
会

ル
ー
ト
と
し
て
高
速
道
路
を
除
く
一
般

道
の
う
ち
、競
技
施
設
が
集
中
す
る
東

京
湾
岸
部
い
わ
ゆ
る「
東
京
ベ
イ
ゾ
ー
ン
」

と「
選
手
村
」、一
九
六
四
年
五
輪
の
レ
ガ

シ
ー
施
設
な
ど
が
集
ま
る
都
心
の「
ヘ
リ

テ
ッ
ジ
ゾ
ー
ン
」の
三
つ
を
つ
な
ぐ
の
が
、

環
二
道
路
だ
が
一
部
が
心
許
な
い
。様
々

な
事
情
で
、新
大
橋
通
り
か
ら
隅
田
川

に
架
か
る
築
地
大
橋
を
つ
な
ぐ
ト
ン
ネ
ル

構
造
物
が
五
輪
に
は
間
に
合
わ
ず
、一

部
区
間
は
仮
設
道
路
で
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

二
〇
二
〇
年
の
最
大
の
イ
ベン
ト
が
五

輪
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、五
輪

と
米
国
大
統
領
選
以
外
に
も
注
目
す
べ

き
こ
と
は
い
く
つ
か
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
が
二
〇
二
一
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る「
第
六
期
科
学
技
術
基
本

計
画
」で
あ
り
、次
期
計
画
に
連
動
す
る

で
あ
ろ
う
、二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧

会（
大
阪
・
関
西
万
博
）だ
。

　

二
〇
一
六
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
二

〇
二
〇
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
国
の
科

学
技
術
政
策
で
あ
る「
第
五
期
科
学
技

術
基
本
計
画
」は
、世
界
に
先
駆
け
た
超

ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
）を
掲
げ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ（
人
工

慌
て
ず
用
意
周
到
な
事
前
準
備
を

技
術
革
新
は
万
博
を
梃
子
に
進
む

家
戦
略
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」を
目
指

す
も
の
と
し
て
掲
げ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

五
年
間
で
計
二
六
兆
円
を
投
じ
る
こ

と
も
目
標
と
し
て
盛
り
込
み
、建
設
産

業
界
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
、「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」の
後
継
計

画
で
あ
る
次
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の

最
終
年
度
が
大
阪
・
関
西
万
博
開
催
の

年
で
も
あ
る
。

　
つ
ま
り
二
〇
二
一
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
次
期
科
学
技
術
基
本
計
画
と
、

大
阪
・
関
西
万
博
に
と
っ
て
、二
〇
二
〇

年
は
素
案
や
方
針
と
い
っ
た
土
台
を
固

め
る
と
同
時
に
、科
学
技
術
基
本
計
画

と
大
阪
万
博
が
ま
さ
に
連
動
し
て
進
む

年
で
も
あ
る
と
い
え
る
。

　

そ
の
意
味
で
、技
術
革
新
・イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
化
、Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
進
展
に
よ
る
、

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
変
革
は
今
後
も

避
け
ら
れ
な
い
。

　

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
、イ
ン
フ
ラ

老
朽
化
、地
域
間
格
差
、気
候
変
動
に
よ

る
災
害
の
甚
大
化
な
ど
別
の
側
面
が
変

革
を
後
押
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

二
〇
二
〇
年
は
五
輪
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

重
要
な
年
で
も
あ
る
。

大 海 
の
一 滴

二
〇
二
〇
年
は
ど
ん
な
年

T A I K A I 　 n o

H I T O S H I Z U K U

T A I K A I H I T O S H I Z U K UN O

Hitotsubu Mugi

て

こ


